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1,869 211 13 2,093 7 1

　
当
協
議
会
で
は
、
愛
の
詩
基
金
の

果
実
（
利
息
）
を
活
用
し
、
市
内
の

非
営
利
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
の
地
域

福
祉
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
団
体

　
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
有
す
る
法

人
格
の
な
い
団
体
（
た
だ
し
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
は
可
）

○
助
成
対
象
事
業

　
非
営
利
の
事
業
で
す
。

①
在
宅
老
人
福
祉
事
業

②
在
宅
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
事
業

③
児
童
福
祉
事
業

④
低
所
得
者
援
護
事
業

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
関

　
す
る
事
業

⑥
そ
の
他
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
す

　
る
事
業

＊
同
じ
事
業
内
容
は
交
付
を
受
け
た

　
年
度
か
ら
３
年
を
経
過
し
な
け
れ

　
ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

○
事
業
実
施
期
間

　
令
和
７
年
６
月
１
日
〜
令
和
８
年

３
月
31
日

＊
目
的
達
成
の
た
め
複
数
年
か
か
る

　
合
理
的
理
由
が
あ
る
も
の
と
認
め

　
る
場
合
は
、
３
年
間
を
限
度
に
申

　
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
助
成
額

　
20
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。（
助
成

対
象
事
業
費
の
10
％
以
上
の
自
己
負

担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

○
応
募
方
法

　
３
月
３
日
（
月
）
か
ら
地
域
福
祉

課
窓
口
で
申
請
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

○
応
募
期
限

　
４
月
11
日
（
金
）
必
着

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉
課

　
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

団
体
名
：
越
谷
市
生
涯
学
習
推
進
会

　
講
演
会
「
声
を
出
す
っ
て
こ
ん
な

に
大
切
！
〜
健
康
朗
読
〜
」

（
決
定
金
額
8
万
3
0
0
0
円
）

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
声
と
こ

と
ば
の
力
」
理
事
長
　
平
尾
麻
衣
子

氏
を
お
招
き
し
、
声
を
出
す
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
講
演
会
は

長
い
マ
ス
ク
生
活
が
も
た
ら
す
口
腔

機
能
低
下
の
予
防
と
健
康
増
進
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
54
名
の
市
民
が
参
加
さ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
自
分
で
声
を
出
し

た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら

実
践
し
て
い
き
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
」
と
の
声
も
あ
り
、

日
常
生
活
で
実
践
で
き
る
内
容
も
学

べ
た
こ
と
が
大
き
な
効
果
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

団
体
名
：
越
谷
こ
ど
も
み
ら
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

「
子
ど
も
店
長
体
験
事
業
」

（
決
定
金
額
19
万
円
）

　
蒲
生
中
央
商
店
街
内
で
開
催
さ
れ

た
「
蒲
生
キ
ッ
ズ
商
店
街with

ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」
の
縁
日
ブ
ー
ス
で
子
ど
も

店
長
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
50
分
体

験
し
、
お
給
料
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
内

で
買
い
物
が
で
き
る
３
０
０
円
分
の

コ
イ
ン
を
渡
し
、
働
く
こ
と
の
大
変

さ
、
楽
し
さ
、
お
金
の
使
い
道
を
学

ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
子
ど
も
店
長
の

フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
入
り
、
学
生
や
保

護
者
、
商
店
街
に
訪
れ
た
幅
広
い
世

代
の
方
々
に
見
守
ら
れ
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
本
人
、

保
護
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
子

ど
も
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
感

じ
が
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど

好
評
な
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、
親
子
で
遊

び
な
が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交
流
や

情
報
交
換
が
で
き
る
「
子
育
て
ひ
ろ

ば
」
や
「
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
」
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
が
交

流
し
や
す
い
よ
う
に
、
年
齢
別
の
ほ

か
テ
ー
マ
ご
と
に
集
う
子
育
て
ひ
ろ

ば
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
働
く
方
や

育
休
中
の
方
、
多
胎
児
、
父
親
、
出

身
地
別
な
ど
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

子
育
て
サ
ロ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児
童
館
で
も
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
開
催

コ
ス
モ
ス
（
千
間
台
東
2-

9
）

■日
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

■時
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

ヒ
マ
ワ
リ
（
蒲
生
旭
町
11-

35
）

■日
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

■時
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

ふ
れ
あ
い
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
を
開
催

「
ふ
ら
っ
と
」
お
お
ぶ
く
ろ

ふ
れ
あ
い
赤
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

（
袋
山
1
4
3
5-

16
）

■日
毎
月
第
３
金
曜
日

■時
午
前
10
時
〜
正
午

■対
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

　
悩
み
や
不
安
は
、
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
に
身
近
な
人
や
子
育
て
サ
ロ

ン
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
し
し
て
く
だ
さ

い
。
子
育
て
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
と
た

く
さ
ん
お
話
し
て
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

＊
い
ず
れ
の
会
場
に
も
授
乳
ス
ペ
ー

　
ス
・
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
が
あ

　
り
ま
す
。

＊
事
業
の
開
催
時
間
な
ど
詳
細
は
お

　
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
こ
し
が
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
」

　
や
サ
ロ
ン
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

　
ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

　
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
埼
玉

県
お
よ
び
中
央
共
同
募
金
会
か
ら
災

害
義
援
金
配
分
委
員
会
へ
送
金
さ
れ
、

取
り
ま
と
め
後
、
各
市
町
村
を
通
じ

て
被
災
者
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

渡
辺
敦
志
　
　
　
　
　 

　
　
５
０
円

募
金
箱
　
　
　
　 

２
万
４
２
１
６
円

令
和
６
年
７
月
大
雨
災
害
義
援
金

渡
辺
敦
志
　
　
　
　
　
　 

３
１
０
円

募
金
箱
　
　
　
　 

１
万
１
４
８
５
円

令
和
６
年
能
登
豪
雨
災
害
義
援
金

渡
辺
敦
志
　
　
　
　
　
　 

３
６
０
円

越
谷
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
あ
み

も
の
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
１
万
円

順
不
同
・
敬
称
略

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
し
が
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
７
年
４
月

よ
り
、
利
用
会
員
が
提
供
会
員
に
支

払
う
利
用
料
の
金
額
を
改
定
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
改
定
後
の
利
用
料
に

関
し
て
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
活
動
に
か
か
わ
る
物
価
が
近
年
上

昇
を
続
け
、
提
供
会
員
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用

会
員
と
提
供
会
員
の
相
互
援
助
活
動

で
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
し
利
用
料

の
改
定
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

利
用
料
助
成
事
業
を
ご
存
知
で
す
か

　
当
協
議
会
の
『
愛
の
詩
基
金
』
の

利
息
を
財
源
と
し
て
、
利
用
料
の
半

額
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

令
和
７
年
度
愛
の
詩
基
金
事
業

「
社
会
福
祉
活
動
団
体
等
支
援
事
業
」

助
成
金
申
請
団
体
募
集

令
和
６
年
度
助
成
金
交
付
実
績

義
援
金
の
ご
報
告

 

（
令
和
７
年
１
月
31
日
現
在
）

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
！

助
成
金
を
活
用
し
、
新
た
な
取
り
組
み
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令和７年度
愛の詩基金
事業

問合せ
申込み

地
域
福
祉
課

☎ （
9
6
6
）3
4
1
1

子
育
て
サ
ロ
ン
を
気
軽
に

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

令和６年能登半島地震災害義援金　受付期間延長のお知らせ
　令和６年１月１日に発生した能登地方を震源とする地震により、北陸地方を中心に人的および家屋への甚大な被害が
発生し、中央共同募金会では被災された方々を支援することを目的に義援金の募集を行っています。
　皆様からお寄せいただいた義援金は全額被災県に設置される配分委員会構成組織に被災状況に
応じて按分のうえ送金いたします。皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。
○受付期間　　令和７年１２月２６日（金）まで
※令和６年能登半島地震災害義援金では、被災県ごと（石川県、富山県、新潟県）
　にも義援金受入窓口を設けております。詳細については、右記の二次元コード
　から、中央共同募金会ホームページをご覧ください。
※現金持参の場合、右記の窓口にお越しください。

埼玉県共同募金会越谷市支会（越谷市社会福祉協議会）
☎９６６－３４１１　FAX９６６－７１９５問合せ

※利用料は１時間単位・子ども一人あたり

累計1,833,822,199円
現在、20億円を目標に、積み立てを進めています

（令和7年1月31日現在）順不同・敬称略

くすのき荘募金箱
植竹安維（１２月分）
越谷市民まつり実行委員会
cocon
文教大学ローターアクトクラブ
auショップ越谷駅前
けやき荘募金箱
ひのき荘募金箱
植竹安維（１月分）
ゆりのき荘募金箱
匿名（３件）

5,008円
10,000円
50,000円
10,000円
66,560円
10,000円
8,434円
1,115円
10,000円
30,630円
97,793円

合　計　　　

令和6年12月分・令和7年1月分

299,540円

---------------------------
-----------------------

-------------
--------------------------------------

---------
----------------------

-----------------------------
-----------------------------
-------------------------
------------------------

----------------------------------

 

利
用
料
を
改
定
し
ま
す

活動時間

6：00～7：00

7：00～19：00

19：00～22：00

利用料

改定後

全日

1,100円

900円

1,100円

改定前

平日

900円

700円

900円

土・日・祝日

1,100円

900円

1,100円


